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いじめに負けない

　クラスが新しくなったばかりのころは、みんな仲良しでした。わた
しとチヅルちゃんは特に仲が良くて、いつも一しょにいました。
　変になったのは夏ごろです。男の子たちがチヅルちゃんのいやがる
ことを言ったり、黒板に悪口を書いたりするようになりました。だん
だんとわたしもチヅルちゃんと遊ばなくなってしまいました。
　後になって聞いたことですが、チヅルちゃんは、お母さんにそのこ
とを相談したそうです。すると、「いじめる子たちの幸せを神様にい
のりましょう」と言われたそうです。次の日から二人は、毎朝いのり
ました。
　それからチヅルちゃんは、変なことを言われても、いじめられたり
しても、悲しまなくなりました。今までとはちがって、はらも立てな
くなりました。
　わたしはそんなチヅルちゃんを見ていて「えらいなー」と思いまし
た。だから、思い切ってあやまることにしました。「今まで、ごめんね」
と言うと、チヅルちゃんは「いいよ。また仲良くしてね」と笑ってく
れました。

sample



9

TeGaKoN

いじめる子、というのは悲しいも
のです。そういう性格に育って

いる、ということを考えると、それ
はかわいそうなことですね。ぜひ、
お子さんと一緒にその子たちの幸せ
を祈ってください。すると、イジメ
を通して、いじめた方もいじめられ
た方も、何かを学んで成長すること
ができます。
　わが子がいじめられた時、学校が
悪い、担任が悪い、いじめっ子の親
が悪いとか、他の人の不足を思いが

ちですが、「不足に思えるようなこ
とがある時は、自分のやり方や考え
方の足りないところを発見し、創意
工夫して暮らしましょう」とＰＬで
教えられていることを、チヅルちゃ
んのお母さんは実行されたんです
ね。
　イジメを受けるということを、お
母さんもお子さんも、一回り大きく
成長するチャンスに変えてしまわれ
たのです。

いじめに負けない子に育てるsample



４年生
その２ 本をたくさん読みましょう
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 「本」という字は、「木」の下の方にマークがついていて、木の根っ
こという意味があります。りっぱな根がある木は、強い風がふいても
たおれないし、土の中の水や栄養をすい取って大きくなっていきます。
　本をたくさん読むことによって、いろいろな考え方や生き方を知る
ことができるのです。それは、あなたが大きく強くなっていくための
根になってくれるのです。
　そしたら、もし、あなたにこまったことがあっても、あの本の物語
の人のようにわたしも（ぼくも）負けないぞ、と自分をはげますこと
ができます。本を読むって、自分をおうえんしてくれる友達がふえる
ことになるんですね。
　本を読もうね。面白い世界がいっぱい書いてありますよ。そして、
それが大人になるためにはとても大切なたから物になるのです。
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お子さんに本を読むことを勧め
てあげてください。学校の図

書館から借りてくるのもいいです
が、まずはご自分でお子さんと一緒
に本屋さんで探してみるのがいいで
すね。
　私は子どもの情操を育てるには本
は最適だと思います。演劇などもい
いですね。どちらも子どもに考える
力がつくと思います。
　子どもには本が読みたくて仕方な
い時期というものがあると思いま
す。そんな時期は、家計が許す限り
本を与えてあげてください。

　恥ずかしい話ですが、私は本を読
まない子どもでした。大学生になっ
て、あまりに本を読んでいない自分
が恥ずかしくなり、慌てて乱読をし
たのです。児童書から歴史小説、心
理学の本まで読みました。極端な読
書でしたが、やはり本を読んでよ
かったと今思えるのです。物事の考
えの幅が広がります。人生の参考に
なります。
　今の時期は、まだ親の影響は大き
いと思います。お子さんに本を読む
ことの楽しさを伝えてください。

情操を育て、考える力をつける
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４年生
その３ 食べ物の味を

しっかり味わいましょう

　食べ物には二通りの食べ方があるって、聞いたことがありますか？
　一つは、味付けの味で食べるという方法。ソースやこしょう、ケ
チャップの味、つまり調味料の味ですね。
　もう一つは、それぞれの食べ物が持つ本当の味を味わう食べ方です。
　大根だったら大根、お米はお米、こんにゃくはこんにゃくの味がし
ますから、それをよーく味わって食べる方法です。
　やってみたらすぐに分かりますよ。
　本当の味を味わうには、よくかんで食べることがコツです。毎日食
べているお米も、よーくかんで食べると少しあまい味がしてきます。
そして、「ああ、これがお米の味なんだなあ」と分かります。
　そういう食べ方のできる人は、食べ物の好ききらいがだんだんと
へっていきます。そして、何を食べてもおいしい！と感じられる人に
なるでしょう。それは、いろんな人と仲良くできることにもつながっ
ていくんだよ。
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苦手な食べ物は噛
か
むのも嫌で、

すぐに飲み込んでしまいたく
なるものですが、よく噛んで食べる
ようにすると不思議と味が分かり、
そうでもなくなります。
　「よーし！　今日こそはこの味を
味わうぞ」と決めてかかれば、今ま
でとは違った味がするはずです。
　人との関係も似ていて、対立する
意見を認めることはなかなか容易で
はありません。そこですぐに否定す
ると、それ以上の発展は望めませ
ん。「キミが悪い！」「いいや、悪い
のはそっちの方だ！」の繰り返しに
すらなるでしょう。

　どういう気持ちで言っているの
か、なぜそんな意見を持つように
なったのか。ここのところを味わう
ようにすれば、対立する意見に耳を
貸すことが苦でなくなります。
　苦手な食べ物に挑戦するのは、こ
ういう理解力、包容力、忍耐力を養
うことにつながるのです。
　人は他人から認められると嬉

うれ
しい

ものです。たとえ違った意見を言う
人がいても、一旦はその意見を認め
ていく。この生き方ができると、苦
手な人や物事が次第に減っていきま
す。それが家庭なら、素直で実力の
ある子どもが育つのです。

苦手に挑戦させ、実力のある子に
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